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凡例




これは「靑野季吉選集」（昭和二十五年八月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに脱字と思われる場合は〔　〕内に補足しました。








心靈の滅亡







　日本の文學界にも階級の分裂が始まつて、滅亡階級のパラサイト達は、ずゐぶん筋の立たぬ、愚劣なことを言つてゐるやうだが、こゝではそれを調べ上げてゐる譯にはゆかない。しかし彼等が最後の時になつて、どんな悲鳴を上げるか、何といつて吼え立てるかは興味あることであるし、また知つておく必要がある。

　「先驅者」や何かで誰でも知つてゐるドミトリ・メレヂュコフスキーは、祖國の無產階級革命の後、苦しい思ひをして祖國を逃げて今巴里にゐるが、ウエルズがボルシエヴィスト統治について發表した論文に對して、昨年の十月、公開狀を公にしてゐる。ウエルズの露國無產階級を認めたのに對する彼のいや味やあてこすりは私には餘り興味がない、それよりも、彼が祖國の新狀態をどう觀てゐるか、祖國の無產階級の歷史的努力にどれだけ理解があるか、そして彼がブルジョア的觀念にどんなに麻痺してゐるか（日本でも現在見るやうに）が、注意に値する。特に日本のブルジョア文壇が餘程早い頃から擔ぎ上げてゐるメレヂュコフスキーの事だけに、猶更さうである。

　彼はウエルズに對するいや味を並べた中に、「現在では獨り我々露國人に限らず、地上の全民衆が、ボルシエヴィキ賛成とボルシエヴィキ反對との二つの陣營に分れてゐる。そして君は前者に結付いた。……君がどんなにその中間に立つと主張したつて駄目だ。此二つの陣營の間には、中間的位置の存在を許さない。ボルシエヴィキに反對しない者は、卽ち賛成する者だ。」と言つてゐる。藝術は階級の外にあり卽ち藝術家は階級の支配を受けないなどと呑氣なことを論じてゐる連中のある中に、メレヂュコフスキーが階級戰に追ひ捲くられてこの言葉を發することを餘儀なくされたのは痛快である。然し彼がかう云つてウエルズを片附けて仕舞はうとしてゐるのは、反動革命の結束のために、右か左かと言はせようがためで、歐洲のブルジョア政府を後援と賴んでの、反動革命者の人物試驗によい方法である。「階級の外に在る」藝術家メレヂュコフスキーが、ブルジョア階級の反動革命の陣營のために、犬馬の勞を執つてゐるところが面白いではないか。

　露西亞の現在の統治について、ウエルズが「現在では勞農政府より以外の政府は、露西亞にはあり得ない。」と言つてゐるのに對し、メレヂュコフスキーは言葉を荒らゝげて、「凡ての子供はその母の手に抱かれてゐるといふわけはない。ゴリラに盗まれてその手に抱かれてゐることもあり得る。現在の露西亞はゴリラに抱かれてゐるのだ。君は二週間餘りしか露西亞に居ないから、母の顏とゴリラの顏の區別はつくまいが、自分は五十年露西亞にゐたから、ハツキリその區別が付く。」と、彼らしい事を云つてゐる。彼はこの比喩でごまかしてゐるが、彼の所謂本統の母は誰かと考へて見ると、ツアー統治に後戾りすることでない以上は、メンシエヴィキの統治を指すものである。云ひ換ヘると、彼の云ふことはかうなる。現在の露國のブルジョアは、プロレタリアといふゴリラの手に抱かれてゐるから、これを取戾して、やはりブルジョアといふ母の手におかなければならない。自分は五十年露國のブルジョアでゐたから、ブルジョアの顏とプロレタリアの顏の區別が付くと。これを更に言ひ換へると、現在その母の手に抱かれてゐる露國のプロレタリアを、母の手から盜んで來て、ブルジョアといふゴリラの手に置かなければならぬといふことになる。ブルジョアから見れば、プロレタリア獨裁は母の手ではない如く、プロレタリアから見れば、ブルジョア支配は母の手でも無ければ神の手でもない。メレヂュコフスキーが如何に自國の無產階級の存在とその運動と意義に無理解で、ブルジョア萬能の階級意識に囚はれてゐるかが分る。

　彼の言ふ所に依ると、或人が多數の泥棒に攫まつた。泥棒はその男の衣類を剝いで叩きのめし、半死半生にしておいて逃走した。そこへ僧侶と祭司が來て、この男はかう云ふ目に逢ふ運命にあつたのだと決めて仕舞つた。今の露西亞國民に今の政府より外にあり得ないといふのは、その僧侶と司祭のいふことと同じだといふ。こゝでも彼は比喩でごまかして、露國の無產階級が露國の有產階級を仆し、卽ちマルクスの所謂「收奪者を收奪した」のだといふ事寶を正面から見て行かない。正面から見てその歷史的意義を究めることをしない。彼の論理で行くと、無產階級はブルジョアに向つて泥棒した。ブルジョア階級は封建諸侯に向つて泥棒した。科學は神に向つて泥棒した。ヘレニズムはヘブライズムに向つて泥棒したといふことになり、彼は「神々の死」を改作して「神々の盗難」を書かなければなるまい。歷史の進行に肉眼を閉ぢた者で無ければ、承認出來ぬことである。

　メレヂュコフスキーは、上品なブルジョア文學者のたしなみを忘れて、ゴルキーにさんざん悪體をついてゐる、ゴルキーが勞農政府治下でやつてゐることは、破廉恥で、徹底的の墮落で、それも巧妙を極めた内部的な目にもとまらぬ墮落化だと言つてゐる、そしてその說明として擧げてゐる話が振つてゐる、「私は（露西亞にゐる時）心弱くも又愚かにも、飢ゑに死ぬやうな思ひをした結果、ゴルキーに手紙を書いて救ひを求めた、するとゴルキーは使ひの者を寄こして、赤衞軍の割當だけのパンをやると言つて來た、犬にものを吳れるやうに。……一片のパン、木の端くれ、ゴルキーはそれだけのものを飢ゑて凍えてゐる者にやればいゝと思つてゐるのだ。」と。私は露國のブルジョアが米國へ逃げて行つて、米國のブルジョア雜誌に掲げた一文を讀んだことがある。その中にかういふ揷話がある。自分は部屋の中にゐた、するとそこへ勞農政府のコンミッサールがやつて來て、二枚ある外套の一枚を强奪して行つた。彼等は强盗だ。だから彼等の支配に服されないと。これとメレヂュコフスキーの揷話と同類なものである。着る外套のない者が、又着る外套のない者へやる爲めに、二枚ある者から一枚强奪するのが、どうして强盜であるのか、（露國の場合で見て）無產階級運勤の歷史的經濟的意義に通じたものには、コンミッサールが二枚の外套の一枚を取り、大銀行を國家の手に收め、大工業を國有としたのは當然である。この怨言はブルジョアの傳統的私有慾の言はせる怨言である以外何物でもない。ゴルキーが、メレヂュコフスキーに泣き付かれて、赤衞軍比率のパンを與ヘたことは、ゴルキーとしては勞農規律の下に於ける、最大限度の親切である。メレヂュコフスキーの如きブルジョア・サルーンに慣れた藝術家にとつては、勞農階級の前衞なる赤衞軍のパン比率では生活が出來ないのも尤もである。然し、ゴルキーの所謂「露國勞働階級の潜在的精力が表面に表はれ、資本制度の基礎を破壞し得る力を喚起し組織しつゝある露國革命の發展」の時に際し、ゴルキーには一ブルジョア文學者の食慾を滿足させてやるだけの物好きを持ち合はせてゐないのである。メレヂュコフスキーから言へば、自分は赤軍の如き下等な人間ではない、赤軍のやうな下等なものは食はれない、ゴルキーが藝術家を尊重するならモツトよきものを與へる可きだと云ふのであらう。特權階級に育つて、特權的觀念を城壁としてゐる一派の藝術家の、特權的脆弱が露骨に出てゐる。

　メレヂュコフスキー〔はゴルキー〕に對する惡口の總括として、「ゴルキーはボルシエヴィキよりよいどころか一層惡い。レニンよりも惡く、トロツキーよりも惡い、レニンやトロツキーは、人間の肉體を殺すが、ゴルキーは人間の心靈を殺す。……莫斯科では人間を虱の入つた袋に詰め込むが、ゴルキーは露西亞の心靈を虱の袋に詰める。」と伝つてゐる。肉體と心靈！　どこまで行つてもそれだ！　ブルジョア的偏見がどんなに人間を幾つにも切り刻んだか。そしてどんな無意義な鬪爭が人間の中に無益に行はれたか。そしてゴルキーはいかに聲をからして、「全き人間」、「人間らしい人間」と叫んだことか、まことに、レニンやトロツキーは、ブルジョア支配の下に於ける貧困と、飮酒と、疲勞のために、腐つた葡萄の如くなつた肉體を滅さんとするものである。まことにゴルキーは、ブルジョア的麻醉の傳家の祕藥たる心靈を殺さんとするものである。而して彼等は相携へて、勞働を以つて生活の第一義とする、スタウトなる、全き人間を以て是に代へんとするものである。かくて彼等は、無產階級の中にこの歷史的使命を果すものを發見したに外ならない。

　メレヂュコフスキーはこの公開狀の末段において、人類の最大多數を占める無產階級をもつて、人間でないと云ふやうな無茶を言ひ出し、現に在在して歷史的進行の戰ひに從事してゐるものまでも否定せんとするの狂態を暴露してゐる。藝術を以つて生きた人間の上にあり、藝術家を以つて人間以外の特權的人間とするブルジョア藝術家の論理の當然な歸結であるとは言ヘ、餘りにリアルに向ふ誠意の無いのに驚かざるを得ない。「彼等——ボルシエヴィキ、無產階級——は、人間でもなければ動物でもない、いや惡魔でもない。君の火星の住人（ウエルズの小說に出て来る怪物）に外ならない。……彼等は外界から來たものである。彼等の肉體は吾々の心靈ではない。彼等は吾々にとつて見知らぬ人である。非地上的形而上的怪奇に滿ちた外界の住民である。……火星の住民の勝利は、私及び私の祖國だけでなく、全世界とその文明とを破壞するものである。」と。かうだ。メレヂュコフスキーを以つて代表される藝術家が、無產者の大衆とどんなに厚い壁で隔てられてゐるかゞ分る。彼等は新興階級に面と向つて、火星の住民に面したやうに度を失つてゐる。さうして見知らぬ人だと告白してゐる。彼等が見知らぬといふ事は、これまで存在しなかつたといふことでは決してない。
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